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つながり、支え合い、心やさしく暮らせる神納東～笑顔があふれる集落・地域をめざして～

　　　　　おおくりたほりきりぶんすいでいり　　すみくちしょうもん
11／22　大栗田堀切分水出入「済ロ証文」引継ぎ式を開催
＼．　　　　3年ぶり、巻物一式を下助渕から上助渕に引き継ぐ。
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下

助

渕
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

で

山
屋
・
上
助
渕
・
下
助
渕
の

　
　
　
　
　
　
　
　
す
み
く
ぢ

一一
一集

落

に
伝
わ
る
「
済
ロ

し
ょ
う
も
ん

証

文
」
の
引
継
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

約
四
百
年
前
、
三
集
落
は
、

関
川
村
の
藤
沢
川
か
ら
門
前
川

に
引
い
た
水
を
助
渕
川
に
分
水

し
て
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
女

川
郷
か
ら
訴
訟
が
あ
り
、
三
十

一
か

村

を
巻
き
込
ん
だ
大
事
件

に

な

り
ま
し
た
。

　
ム
フ
回
の
引
継
式
で
、
横
山
吉

夫

（
下

助

渕
）
さ
ん
が
解
説
し

た
内
容
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

■

水

争

い

に
つ
い
て

　

江

戸

時
代
、
山
屋
・
上
助

渕
・
下
助
渕
（
以
下
、
三
か
村

と
い
う
。
）
は
、
助
渕
川
上
流
で

門
前
川
の
水
を
分
水
し
て
利
用

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
門

　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
く
り
だ

前
川
の
流
域
に
は
、
大
栗
田
・

も
ん
ぜ
ん
　
　
あ
か
さ
わ
　
　

い

　

も
　
じ

門
前
・
赤
沢
・
鋳
物
師
・

お

お

せ

き
　
　
か
み
あ
い
か
わ
　
　
し
も
あ
い
か
わ

大

関
・
上
相
川
・
下
相
川
・

つ

ぼ

ね

坪

根

等

の
村

々

が

あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ

門
前
川
を
農
業
用
水
と
し

て

利
用
し
て
い
た
の
で
、
渇
水

期

に
は
三
か
村
は
水
不
足
で
困

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
り

窮
し
ま
し
た
。
門
前
川
は
、
堀

た
ん
こ
の
か
み

丹
後
守

が

村
上

城

主

の

頃

（
約

四

百

年

前
）
、
村
上
城
の
用
水
が

　
　
　
　
　
　
　
お
お
く
り
だ
　
　
　
た

不

足

の

た
め
に
、
大
栗
田
と
田

む
ぎ麦

の

間
に
堀
割
を
作
り
、
関
川

村

の
藤

沢

川
の
水
を
門
前
川
に

引
き
入
れ
村
上
城
の
堀
の
水
に

使

っ

て

い

ま
し
た
。
こ
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
よ
う
す
い

か

ら
、
門
前
川
は
「
御
用
水
」

と
も
呼
ば
れ
て
、
村
上
城
に
と

っ

て

重

要

な

川
で
し
た
。
そ
の

後
、
三
か
村
は
、
村
上
城
主

ま
つ
だ
い
ら
や
ま
と
の
か
み

松
平
大
和
守
の
時
代
（
＝
ハ
四

九

～
六
七
）
に
願
い
出
て
、
門

前

川
の
水
を
更
に
多
く
引
く
こ

と
を
許
さ
れ
、
そ
れ
以
来
、
農

業
用
水
と
し
て
だ
け
で
な
く
飲

料

水

と
し
て
も
利
用
し
て
い
た

の

で
、
助
渕
川
は
ま
さ
に
命
の

水

で

も
あ
り
ま
し
た
。

　

江

戸

時

代

に
は
、
命
の
水
を

守

る

た

め

に
あ
ち
こ
ち
の
村
々

で

水

争
い
が
絶
え
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。

　

江

戸

後

期

に
は
、
大
き
な
水

争

い

が

起

き
ま
し
た
。
文
化
三

　
　
　
　
　
　
　
お
ん
な
が
わ
こ
う

年

（
一
八

〇

六
）
女
川
郷
十
二

か

村

が
、
三
か
村
を
含
め
た
村

上

町

ほ

か

門
前
川
流
域
の
十
九

か

村

を
相
手
取
り
、
　
「
女
川
の

藤

沢

川

か

ら
掘
割
を
作
り
勝
手

に
門
前
川
に
水
を
引
き
入
れ
て

い

る
」
と
訴
訟
を
起
こ
し
た
の

で

す
。
村
上
藩
や
水
原
代
官

　
　
　
　
　
ひ
ょ
う
じ
ょ
う
し
ょ

所
、
幕
府
の
評
定
所
ま
で
巻
き

込

み

争

い

ま
し
た
が
、
翌
年
和

解

が

成

立

し
、
そ
の
証
と
し
て

　
す
み
く
ぢ
し
ょ
う
も
ん

「

済
ロ
証
文
」
を
取
り
交
わ
し

ま
し
た
。
こ
れ
で
ま
た
、
藤
沢

川
の
水
を
門
前
川
に
引
き
、
門

前

川
の
水
を
助
渕
川
に
引
く
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

明
治
に
な
っ
て
も
、
山
屋
一

日
、
上
助
渕
一
日
、
下
助
渕
二

日
と
交
代
で
水
を
引
き
入
れ
た

り
し
て
い
ま
し
た
が
、
盗
水
な

ど
も
起
き
て
い
ま
し
た
。

　

特
に
明
治
九
年
（
一
ハ
七

　
　
　
　
か
ん
ば
つ

六
）
の
大
干
魅
に
は
、
門
前
川

流
域
の
村
々
が
助
渕
川
の
取
水

ロ

上

流

を
止
め
て
田
に
水
を
引

き
入
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
こ

り
、
村
上
警
察
署
や
県
庁
、
新

潟

裁

判
所
ま
で
巻
き
込
み
、
よ

う
や
く
終
息
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
戦
後
ま
で
細
か
い

水

争

い

は

絶
え
ず
、
一
一
一
か
村
交

代

で
、
門
前
川
の
取
水
口
で
夜

　
　
　
た
　
　
　
か
　
や
　
　
　
つ

は

火

を
焚
き
蚊
帳
を
吊
っ
て
水

番

を
す
る
な
ど
、
三
か
村
の

人

々

の
苦

労

が

絶
え
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。



　あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願い致します。
　さて、市では生活習慣病予防、がんの早期発見・治療、結核の予防のため、市民を対象に
健康診査を実施しています。

〈神納東地域の健（検）診受診率〉

令和2年度健康診査希望調査をもとに「健
診を受ける（市以外の検診を含む）」と
回答した人の割合を集落毎でまとめてみ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80％ました。

　健（検）診を「受けると答えた人」の　60％
割合は神納東地域で65．3％でした。

　市では特定健診受診率60％、がん40％
検診受診率50％を目標値としています。
　自分の身体の状態を知るためにも、毎　　20％

年健診を受けましょう。

健（検）診受診を受けると答えた人の割合

　　　65．7％　　　　　　　　　65．1％61．0％　　　　　　60．4％

0％

集落
A 8 c D

76．3％

E

69．8％
　　　65．3％

F　地域平均

〈令和3年度健康診査申込書について〉

1月上旬に各世帯の世帯主宛てにピンク色
の封筒を市からお送りしました。

「令和3年度健康診査申込書」が
入っていますので、ご確認ください。

　受診希望の有無を記入のうえ、提出を
お願いします。

　この申込書は全世帯の健（検）診の受
診状況の調査も兼ねていますので、全て
の方の提出をお願いします。

ピンク色の封筒が目印です！

※■ は1　22 金までです。同封の返信用封筒をご利用ください。

ご不明な点があれば、ご連絡ください。

神林支所 地域振興課地域福祉室
地区担当保健師　佐藤 TEL　66－6113

　
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で

事
業
が
計
画
通
り
に
実

施

さ
れ
ず
に
一
年
が
経

過
し
ま
し
た
。

　
以
前

の
生
活
に
一
戻
る

ま
で
に
は
、
ま
だ
ま
だ

時
間
が
か
か
り
そ
う
で

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も

実
施
可
能
な
活
動
を
委

員

の
皆

さ
ん
と
一
緒
に

検
討

し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

神
納
東
ま
ち
協
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

編
集
後
記
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インスタグラムで神林の魅力を

発信しませんか。

　　「＃かみはやし」
　APP　Store　　　　　Google　Play
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